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図・写真使えるパワーポイントと使えないもの
一般的だとは思いませんが、２００９から２０１０の前ふりならこれでしょう。ウケました。マスクのかけ方は案外正式には習わないので、最初は笑っていたけれど、みんなまじめに聞いていました。
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これ、画面上ではそばを食べます。
食べなければならない必然性など、どこにもないけれど、ただの表題を（ああ、いつものパターンと思わせてしまう）見せるよりは
「あれ？　ちょっと違うのかも」と思わせる効果はあります。
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おなじテクニックですが、これは依頼先のホームページから画像を拝借してタイトルにしたもの。
他店の講習会では絶対使わないように注意すること！

後で聞くと、やっぱり「あ、うちだ」と思って、注目はしたそうです。

ちょっとずるいのですが、「この資料はあなたのためだけに作ったんですよ！」というアピールにはなります。

悪い事例を示すときの背景には使用しないことも注意点です。
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横１０文字、ポイントは６０ｐはあると思います。
文字だけベタで使用する場合はこれくらいの文字数が限度。
文字色は一色だと単調なので、三色使っていますが、中間色やピンクの色調はどうしてもぼけるので、あえて影を入れて読みやすくしています。
フォントは丸ゴシックのほうが読みやすかったかも知れません。
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グラフの設定が不十分な例。

円グラフは案外読み取りにくいし、画面上でデッドスペースが生じやすいので、ここは棒グラフのほうが読みやすいと思います。

素人に円グラフは向かない。

それにこのグラフは文字、タイトルとも小さすぎます。これでは後ろの席からは読めません。読みづらいと疲れます。また、講習会後持ち帰り講習会を実施する方もおられます。そうした場合、このように大小の数値が混在するグラフはメモしづらく不親切です。
わかりやすくしたようで、実はまったく効果の上がっていない図示の典型例。
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「だからどうした!」
と言われても仕方ないですねぇ

パワポ初心者によくあるまちがい。

それに、黄色に白文字、スカイブルーに白文字は不親切です。こうしたスローガン的な文字をアップするときは。もう少し大きい文字で、かつ使うなら漢字ではなくひらがなです。
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これも図示としては、未熟でわかりづらい。

大学の講義などで⇔は多用されるので、わりと考えずに使われますが、言葉で補足しなくてもわかるのでなければ、図解する意味はない。
これは左上部の矢印がどういう意味なのかも書いてなくて、実に不親切。
また、図の中の文字も小さい。なのに無駄にスペースは残っている。

もう少し整理が必要。
